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「第７次高松市総合計画」基本構想案についてのパブリック・コメント実施結果 

 

本市では、令和５年９月１５日から１０月６日までの期間、「第７次高松市総合計画」基本構想案についてのパブリック・

コメントを実施しました。 

 いただいた御意見の要旨及びそれに対する本市の考え方を、次のとおりとりまとめましたので、公表いたします。 

 

１ 意見総数 ７件（２人） 

２ いただいた御意見の要旨及びそれに対する本市の考え 

※ 提出いただいた御意見は、趣旨を変えない範囲で、簡素化又は文言等の調整をしています。 

 

内 容 御意見（要旨） 市の考え方 

 

 

 

目指すべ

き都市像

について 

 

 

 

観光に重点を置きすぎている気がします。 

農業や漁業、ものづくりの製造業について、一言もふれ

られていないと思いました。 

香川は、ニッチなものづくりの企業が沢山あり、臨海部

には様々な工場があります。 

１次産業、２次産業を軽視せず、目指すべき都市像に文

言を加えていただきたい。 

 

 農業や漁業は、本市の重要な産業と考えており、第７次総合

計画の中におきましても、重要な施策の１つとして推進してま

いります。 

 また、盆栽・漆器・石製品などの伝統的ものづくりは、本市

の伝統と文化を特色付ける市民共通の財産でありますことか

ら、施策「商工業の振興」において推進してまいります。 

 なお、目指すべき都市像の概要におきまして、「様々な産業が

振興」と記載しており、1 次産業・2 次産業に対する取組も推

進してまいります。 
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目指すべ

き都市像

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

「多様な個性」というフレーズは賛成します。 

 とてもよいと感じました。 

多様な個性が交流するまちや多様性を尊重する社会の確立に

向け、各種取組を推進してまいります。 

 目指すべき都市像の「世界都市・高松」に違和感があり

ますので、これまで採用してきた「瀬戸の都・高松」を存

続させることを提案します。 

(理由)  

総合計画は、30 年後、50 年後の将来を見据えた長期的

な展望の下、目指す都市像を策定してきているので、過去

3 回採用されている「瀬戸の都・高松」を使った言葉とす

ることが適切だと思います。また、「瀬戸の都・高松」の

ロゴマークも作成して、民間団体や企業にもこのロゴマー

クの使用を促進してきている。この点は、一貫してかえて

はならない部分だと思います。 

「瀬戸の都・高松」は、現総合計画でも用いており、瀬戸内

海国立公園の中でも、最も景観に富んだ備讃瀬戸に望む本市の

地域特性を表しており、本市を表現する言葉として、広く定着

しております。 

一方で、一定程度、市民の皆様に認知されているものの、県

外においては、広く認知はされておらず、第７次総合計画にお

いては、本市の魅力と認知度の向上、シビックプライドの醸成

を目的として、シティプロモーションの強化を図り、今後も市

民の皆様が誇りと愛着を持って住み続けることのできる、「世界

に誇れる都市」としたいという想い、また、本市の都市ブラン

ドを確立し、「世界から認知される都市」としたいという想いか

ら、目指すべき都市像を「世界都市・高松」とし、各種取組を

推進してまいります。 

目指すべき都市像の説明文について、30 年後、50 年後

の高松市を想像する前に待ち構えている、大きな課題【少

子化、超高齢化、IT・AI 化による大きな社会構造の変化】

に対応しなければ、その先を迎えることが出来ないという

危機感が不足している。それらの課題を乗り越えた先に、

人口減少、少子・超高齢化の進行やデジタル化の進展につき

ましては、序論「高松市を取り巻く状況」等の中で記載し、本

市の大きな課題であると認識しており、第７次総合計画の各政

策・施策を推進し、これらの課題解決に向け、鋭意、取り組ん

でまいります。 
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目指すべ

き都市像

について 

はじめて目指すべき都市像があるのだと思います。課題を

乗り越える道筋や気概・奮い立たせる言葉を追記すること

を希望します。 

 

 

 

 

 

 

 

その他に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回のパブコメ実施に当たって市から公表された資料

及び情報不足の改善 

(理由) 

前回のパブコメでも指摘しましたが、市民に対して、意

見を募集するのに、高松市から公表される資料・情報が不

足していて、真剣に市民から意見を募集しようとしている

のか甚だ疑わしい。市民目線に立って、もっと丁寧で、分

りやすい資料や情報提供を実施して欲しい。 

 資料等の掲載につきましては、御意見を踏まえ、より分かり

やすく掲載するよう努めてまいります。 

 令和 3 年度に実施された次期総合計画基礎調査報告書

の最新データへの更新について 

(理由) 

前回のパブコメで提案しました判断材料となるデータ

等を添付して欲しいとの改善要望に対して、「令和 3 年度

に実施された次期総合計画基礎調査報告書」の URL を添

付して頂きましたが、最新の令和 4 年のデータに更新され

ていません。 

 

第７次総合計画の策定に先立って、本市を取り巻く諸情勢や

本市の施策展開の現況等を適切に把握し、長期的・広域的視野

から、望ましい将来の方向性について調査・分析を行うため、

令和 3 年度に「次期総合計画基礎調査」を実施しており、令和

４年度以降の調査につきましては、必要に応じて各分野別計画

等の策定において、調査・分析等を行ってまいります。 
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その他に

ついて 

市のホームページに公表されている策定スケジュール

では、今回の中途半端なパブコメで、市民が意見を言える

最後の機会となっているので、最低でも 2 回、基本構想案

としてきちんとした形のものと実施計画(まちづくり戦略

計画)の形がまとまったもので実施することを切にお願い

します。 

パブリック・コメントにつきまして、基本構想については今

回で終了となりますが、実施計画につきましては、御意見を踏

まえ、検討してまいります。 

※ 個人の特定につながる記載は掲載していません。 

  


